宮沢賢治の反戦童話「烏の北斗七星」 by 米地 文夫
─ 19 ─
論文　宮沢賢治の反戦童話「烏の北斗七星」総合政策　第 19 巻（2018）pp. 19-35
Journal of Policy Studies
 *ハーナムキヤ景観研究所　〒020−0063　岩手県花巻市下小舟渡237−3
要　　　旨 　宮沢賢治の童話「烏の北斗七星」は当時の状況を背景にカラスの戦争を描いた。鳥類研
究者は現生のカラスの種間の戦いと解したが、実は里カラス対異界の山カラスの戦争で、
シベリア出兵に対する反戦童話であった。日本はロシア革命後のシベリアに侵攻し大軍を
駐留させた。この童話は1921年12月、弘前師団のシベリア派遣報道を契機に書かれた。童
話の中で烏の大尉はマヂエル様、賢治の信ずる日蓮宗の信仰対象の三台星に祈る。憎むこ
とのできない敵を殺さない世界になるように、という祈りの言葉は1945年に戦死した特攻
隊員佐々木八郎にも、現在の我々にも強く訴えるものであった。
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1．はじめに
宮沢賢治（1896-1933）の童話「烏の北斗七星」は、
彼が生前に刊行した唯一の童話集『注文の多い料
理店』のなかの一編である。
この書名にはイーハトヴ童話集と冠せられてお
り、架空地域イーハトヴの架空の時代を描いてい
るが、実は執筆当時の北東アジア、日本、岩手県
地域の問題も寓意されている。童話集の中で、戦
いを描いた童話は「烏の北斗七星」一篇で、1921
年8月以降、まだシベリア出兵が続いており、岩
手出身の兵士たちも戦地に派兵されていた時期に
執筆されている。
本稿の目的はその当時の状況を賢治がどのよう
に捉え、それに重ねて「烏の北斗七星」を描いた
か、を明らかにすることである。そのため、シベ
リア出兵の経緯、カラスの生態、賢治童話の特徴、
彼の当時の立場や心情などを検討し解明を試み
た。
主人公の烏の大尉の属する烏の艦隊が、敵とし
て戦闘する相手の「山烏」についてはこれまでハ
シブトガラスとされ、したがって烏の艦隊はハシ
ボソガラスと解されてきた。しかしながら、ハシ
ボソガラスはハシブトガラスにはかなわないの
で、 物語のようなことは考えられない。 ゆえに、
「山烏」は賢治童話の山猫や山男と、同様の異界
の烏であると推定する。
次に、従来謎であった烏たちの信仰の対象の「マ
ヂエル様」すなわち北斗七星とは何を意味するの
か、についても、新たな仮説「三台星」説を提示
し検証する。その祈りと後年、特攻隊員として戦
死した佐々木八郎の祈りとの関係も論ずる。
2．「烏の北斗七星」とシベリア出兵
（1）あらすじ
『注文の多い料理店』の刊行にあたり配布され
たチラシには賢治の短い解説がついていた。収め
られた9篇の童話のうち、5篇は3行、2篇は2行、
残りの2篇が1行の解説であった。最後の2篇「烏
の北斗七星」と「月夜のでんしんばしら」が反戦
童話で、前者には「戦ふものゝ内的感情です。」、
後者には「うろこぐもと鉛色の月光、九月のイー
ハトヴの鉄道線路の内想です。」と、それぞれ内
的感情、内想と心の内を捉えたとする点が共通す
る。
あらすじを次に述べてみよう。雪田に仮泊して
いた烏の義勇艦隊が、夕方の演習を終え、営舎に
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帰るが、烏の駆逐艦で艦隊長でもある大尉は、砲
艦の許嫁に会いに行く。明日の戦いのことを話す
と、許嫁は心配する。点呼のため、大尉は戻り、
許嫁は大尉が山烏に殺される夢を見て驚いて眼を
覚まし、マヂエル様に祈る。大尉もマヂエル様に
「あゝ、あしたの戦
たたかひ
でわたくしが勝つことがいゝ
のか、山烏がかつのがいゝのかそれはわたくしに
わかりません、たゞあなたのお考のとほりです、
わたくしはわたくしにきまつたやうに力いつぱい
たゝかひます、みんなみんなあなたのお考へのと
ほりです」と祈る。
夜明け前、北の峠の栗の木に敵の山烏が現れ、
大尉は駆逐艦たち18隻を率いて突貫し、逃げよう
とする山烏に大尉と部下の兵曹長とが突き掛か
り、殺す。大監督は観兵式を行い、大尉が戦闘の
報告をし、少佐に昇進する。大尉はマヂエル様に
「あゝ、マヂエル様、どうか憎むことのできない
敵を殺さないでいゝやうに早くこの世界がなりま
すやうに、そのためならば、わたくしのからだな
どは、何べん引き裂かれてもかまひません。」と
祈る。許嫁の砲艦は明日からまた大尉と一緒に演
習ができるのが嬉しく、涙をこぼしていた。
（2）先行研究
この「烏の北斗七星」については、従来、論者
によって、解釈が分かれていた。それを分類し、
代表的論者名を付すと次のようになる。
①戦争文学とするもの
反戦作品（堀尾、1975）
反戦とするには弱い作品（吉本、1978）
戦争を許容ないし肯定する作品（澤井、2007）
軍隊をユーモラスに描いた作品（原、1989）
軍隊と個人との関係を取り上げた作品（安、
1995）
②戦争文学ではないとするもの
カラスの生態を描いた作品（国松、1996）
カラスのいる心象風景を描いた作品（萬田、
1979）
生物の食物連鎖や生存競争を描いた作品（佐藤、
1972）
星（天文）の物語（中井、2012）
大別すると、まず戦争文学か、否かで分かれる。
戦争文学ではないとする代表的な見解としては、
カラスの生態を描いた、とする見解や、生きるた
めに他の命をうばわねばならないという根源的な
問題を描いたとする見方もある。
戦争文学とした見解にも、戦争を戯画的に捉え
たか、シニカルに捉えたかに分かれ、さらにシニ
カルな見方においても、この作品に明確な反戦の
意思がもられているとする見解と、中途半端で不
完全だとする見解とに分かれる。
戯画的であるとする例としては、原（1989）が
『宮澤賢治語彙事典』の「軍隊」の項で、賢治の
軍隊は「どれも牧歌的でユーモラスな、あるいは
比喩的なイメージをもち、いわゆる軍国調からは
程遠い。」として、「烏の北斗七星」については、
その群れの不規律さや、泣き声が大砲であること
を挙げている。
安藤（1997）は擬人法という点を中心に複雑で
かなり難解な議論を展開しているが、どうやら生
き物の食物連鎖というテーマと人間世界の戦争と
いうテーマとを同時に持つ構造と捉えているよう
である。自然界の出来事を擬人化することによっ
て、戦争を自然化してしまっていると主張してい
るということになる。
さまざまな見解はあるが、多くは、やはりシニ
カルで、反戦の文学であるとするもので、この作
品を有名にした1943年の佐々木八郎の遺した文章
や堀尾（1975）のエッセイ、小森（2009）の論説
などがその例である。
（3）「烏の北斗七星」とシベリア出兵
宮沢賢治の生涯は、日本の戦争の時代に重なる。
生誕は日清戦争の終結した1896年で、4月に講和
条約が締結された。花巻川口（のち花城と改称）
小学校入学の翌年2月、日露戦争が勃発、翌年終
結し、9月講和条約締結が行われた。
1914年3月に賢治は盛岡中学校を卒業、その年7
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月に第一次世界大戦が始まり、1918年11月に終
わった。この年の3月に賢治は盛岡高等農林学校
を卒業、研究生となっていた。この1918年、ロシ
ア革命後の内戦に干渉して他の数カ国とともにシ
ベリアに出兵、他国の撤兵後も日本のみが1922年
まで駐兵し、革命軍と戦闘を続けた。10月、シベ
リアから撤兵、しかし、北サハリンには駐兵を続
け、翌1923年にも盛岡工兵中隊が北サハリンに派
兵されていた。この日本軍も、1925年5月に撤兵し、
シベリア出兵は全て終了した。
日本軍は1927 ～ 29年の三次に及ぶ山東出兵の
ほか、南京、漢口、奉天など中国各地で軍事衝突
を起こした。そして遂に1931年9月、満州事変が
始まり、いわゆる十五年戦争に入った。翌年、傀
儡国満州国樹立、1933年熱河作戦、5月に停戦し
塘
タンクー
沽停戦協定を結ぶ。一方、1932年には上海事変
が起こっている。この間、1931年2月、賢治は東
北砕石工場技師となるが、同年秋から病臥、1933
年9月死去する。
日本にとりロシアは日清、日露の両戦役ののち
も最大の仮想敵国であった。1907（明治40）年4
月の帝国国防方針にも想定敵国の第一はロシアで
あった。満州の権益や北洋漁業をめぐり関係が緊
迫していたのである。特に陸軍にとっては、満州
で正面に対峙する強敵であった。
第一次世界大戦は、東部戦線においてロシアは
ドイツに圧倒され、国内では帝政は崩壊し1917年
革命政府が生まれ、ドイツと講和した。ドイツは
西部戦線で敗退しつつあった。
革命後のロシアは革命軍（赤軍）と反革命軍（白
軍）との内戦が続き、日本は米英仏伊などの諸国
軍とともに当初はチェコ軍救援という名目で1918
年8月シベリア出兵を始めたが、その名目が失わ
れ他国が撤兵したのちも、大軍を派兵し続けてい
た。
1918年11月、ドイツの降伏により大戦は集結し、
戦勝国の一つとなった日本は、この機にシベリア
東部を勢力圏としようとしたのである。「烏の北
斗七星」に付された日付は1921年12月21日である。
しかし、日本の野望に対し、各国からの懸念と批
判が強まる中、1922年6月ようやく政府が撤兵を
決定し、10月までに沿海州からは引き揚げる運び
となった。しかし北サハリンにはなおも駐兵し続
け、1922年5月には青森の歩兵第五聯隊が派兵さ
れた。
なお、本稿のシベリア出兵に関する記述には高
橋（1973）、細谷（2005）、原（2011）、麻田（2016）
などの著書を参照した。
1920年代初頭は賢治自身にとっても激動の時期
で、1920年5月に盛岡高等農林学校の研究生を終
了、10月、国柱会信行部に入会、1921年1月には
上京して国柱会で働き始めた。
国柱会を率いる田中智学が『宗門之維新』を書
き、宗設義勇艦隊の提唱など、軍事的な発言をし
たのは1897（明治30）年、日清戦争後、帝政ロシ
アとの緊張が高まり、ロシアとの戦争が迫ってい
る、という時期で、まだ三十歳代半ばで血気盛ん
であった。
だが、賢治が国柱会に入ったころは、智学は
五十歳代後半で、第一次大戦の悲惨さをみて、軍
備撤廃や平和の希求を説いた時期であった。これ
まで、智学と国柱会については、右翼的、国粋主
義的であると見做され、賢治の汚点のごとくに言
われたり、賢治は実は国柱会とは距離をおいて
いった、などと関わりを軽視されたりしている。
しかしながら、賢治が入信したころの智学はむし
ろ、平和を願い、反戦的言辞を述べていた。例え
ば『国柱新聞』1918年11月1日には次の書き出し
の文を寄せた。（田中智学『師子王警策篇』1932
に転載）
平和來らんとすといふ、善哉、殺人運動の休
止は、人類一般の望む處なり、只此の大戰を
機として、人間の世に復と斯くの如き悲慘事
の根絶せんことを望まざるを得ず。
宮沢賢治は1921年8月帰郷し、 9月に反戦童話「月
夜のでんしんばしら」を執筆（米地、2013）した。
12月3日、稗貫農学校（のち花巻農学校）教諭と
なる。「烏の北斗七星」を書いたのは同月22日で
ある。翌1922年9月、反戦劇「飢餓陣営」を同校
で上演（米地、2015）した。11月妹トシ死去。
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賢治は法華経信者として殺生戒を守りたいが、
徴兵制は兵士として戦争に加わることを余儀なく
させる、そのジレンマの中にいた。しかも、ロシ
ア文学を愛し、労農運動のシンパでもあった賢治
にとっては、ロシアの革命軍（赤軍）は「憎むこ
とのできない」敵であった。
「烏の北斗七星」で山烏が北の方の峠に現れ、
艦隊の攻撃にあわてて北の方へ逃げようとした、
というのは、ロシアを暗示している。その山烏は
戦うために峠に現れたのではなく、「お腹が空い
て山から出て来て」殺されたのであり、貧困や飢
えに苦しんでいた農民や労働者が蜂起した革命勢
力を意味するのであろう。
3．北斗七星とマヂエル様
（1）オリオン座から大熊座・北斗七星へ
題名を「烏の北斗七星」として、「烏の大熊座」
としなかった理由は、 政治漫画などでもロシアを
戯画化するとき熊の絵にすることが多く、熊がロ
シアをシンボライズしているためと考えられる。
烏の信仰する対象の名「マヂエル様」は、おおぐ
ま座のラテン語名 Ursa Major の大を意味する
Major から採った造語である（原、1989）。熊を
意味する Ursa にしなかったのは、ロシアが熊を
連想ためであろう。
また、こぐま座 Ursa Minor のミノール様とは
しなかったのは、 後述するように、こぐま座の
紫
し び
微垣
えん
そのものが祈りの対象ではなく、それを守
る三台星、つまりおおぐま座を、烏が崇敬してい
るからである。
北斗七星という名は中国の星座名であり、ラテ
ン語の西洋の星座名ではなく、セピラ、ニダナト
ラなどという作中の洋風地名ともそぐわない。さ
らにより根本的な問題について考えると、なぜ、
信仰の対象が北極星ではなく、おおぐま座すなわ
ち北斗七星なのか、という疑問に気がつく。北極
星にしてポラリス様などとすれば、天の中心であ
り、中国では天帝もしくは天帝の居所であり、日
本では妙見信仰において妙見菩薩に譬えられるの
で、より自然にみえる。なぜ、そうしなかったか、
という謎を解く鍵と思われるものは、『新校本　
宮澤賢治全集　第12巻　校異篇』（1995）に掲げ
られている、次のような書き損じ断片である。
烏の大尉とたゞ二人、どこまでもどこまでも
空をのぼって行きました。オリオン座が、大
きく近くなつて、一つの星のなかに生えてゐ
る苹果の木ももう見えるやうになりました。
その時急にはねがしびれて動かなくなっても
うまつさかさまに地面に落ちる、アッと叫ん
で眼をさまし、また姿勢を直して枝にとまる、
いつかまたうとうとして、今度は山烏が眼鏡
などをかけ、おじぎをします。大尉が、「い
かん、いかん」と云ふと、山烏はいきなりピ
カピカのピストルを出して烏の大尉をうち殺
してしまふと云ふ工合でした。
烏の大尉はその度々の叫び声もみんなはっき
り聴いてゐました。まことにその許嫁の居る
梢の向ふにオリオン座が落ちかゝりました。
おそらく、この後にオリオン座を仰ぎながら、
烏の大尉が祈る場面を考えたのであろう。細かな
点では異同があるものの、重要な違いは「マヂエ
ル様（と呼ぶ烏の北斗七星）」が「オリオン座」
になっている点のみである。
オリオン座の中央の三つ星（中国名參
しん
）は、中
国では将星とも呼び、中央が大将星、両側に左将
星、右将星がある。日本にも伝わり、妙見信仰と
結びついて武家の家紋になっている。妙見菩薩は
尊
そんじょうおう
星王とも呼ばれ、法華経の行者を守護し、日蓮
が千葉妙見宮（神仏分離以降は千葉神社と称する）
を崇拝した縁もあり、日蓮宗寺院には妙見菩薩が
祀られる。なお、オリオン座全体を參の字に見立
てる場合もある1）。
賢治がこの中国星座の參を知っていたことは、
童話「なめとこ山の熊」の最後の方に、「すばる
や參の星が緑や橙にちらちらして」いる夜空の下
に猟師の小十郎の遺骸と熊たちの姿が描かれてい
ることからもわかる。賢治は烏の物語でも、当初、
烏の将兵の祈る対象を、大将星、左将星、右将星
の三つ、參の星としたのである。しかし、将星に
対しての祈りでは、いかにも戦争の神への祈願に
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なるため、次節で取り上げる三台星（三諦星）に
変えたのであろう。
（2）三台星と天台宗・日蓮宗
中国では北極星は天帝（天
てんおうだいてい
皇大帝）であるとも、
天帝の住む宮殿・紫微宮であるとも言われ、北斗
七星は天帝の乗り物であると考えられていた。北
極星と北斗七星とが紫
し び
微垣
えん
という星座を構成し、
紫微星とも呼ばれる。西洋の星座で言えば、こぐ
ま座とおおぐま座の大部分が、紫微星になる。し
かし、おおぐま座の一部は別の星座として三台星
となる。天帝すなわちブッダ（あるいは仏法の悟
り）の紫微星に対し、それを守るものが三台星な
のである。三台星とは、二つずつ三組、六個の星
が並んでいるもので、一般の星座図では、おおぐ
ま座の大熊の後足二本と前足の一本の足首に位置
している。
妙見菩薩の星、北辰は、日蓮宗などでは北極星
もしくは北斗七星であるとされる。一方、北極星
は天帝、ブッダまたはその宮殿であり、北斗七星
がその乗り物であるとすれば、菩薩ではないとも
言える。いずれにしても、三台星は、北辰を守る
ものとして信仰の対象であった。
マヂエル様とは、おおぐま座のラテン語名Ursa 
Majorの大きいことを意味するMajorからの造語で
ある。おおぐま座の一部が北斗七星である。一方、
こぐま座Ursa Minorは北極星を含む。「烏の北斗
七星」は中国や日本における星座観を踏まえた物
語でありながら、烏の祈るマヂエル様の名は、西
洋のおおぐま座という星座名から採っている。こ
の操作は洋風の地名に合わせたからで、水星が
マーキュリーをもじったマシリイという名である
のも同様である。
おおぐま座は、三台星を含む。三台星は、上台
（司命、人々の命を司る）、中台（司危、人々の安
危を司る）、下台（司禄、人々の善悪を記録する）
の三つからなる。「天の三台　地の三公」といって、
地上には皇帝を補佐する太尉（軍事）・司徒（教育・
文化）・司空（人民・土地）の3宰相がいるのと同
様に、天空には天帝を補佐する三台があるという。
これら三台は紫
し び
微垣
えん
を支え、仏法を守護するの
である。三台の思想は古くから日本に伝えられて
おり、正倉院御物の鉄製の杖刀に三対六星が三台
として象眼されているという（野尻、1989）。ま
た『三国志』の諸葛孔明が五丈原で、三台の間に
客星が現れたので自らの命が果てることを知る、
という挿話は、良く知られている。
中国の天台山（海抜1138m）は浙江省台州府天
台県にあり、天の三台の直下と考えられ、天台宗
の発祥の地で、法華経を根本とする。天台宗宗章
は中央に三つの星があり三諦章という。
日蓮も著書のなかに、しばしば三諦を取り上げ
て、その意義を論じている。例えば『一念三千法
門』には「法門多しと雖も但三諦なり　此の三諦
を三身如来とも三徳究竟とも申すなり」、『立正観
抄』には「止観は天台己証の界如三千・三諦三観
を正と為す、迹門の正意是なり」とあり、他にも『法
華浄土問答抄』『撰時抄』『報恩抄』『十如是事』『一
念三千理事』『聖愚問答抄』『当体義抄』などで論
及している。ここから三台星を三諦星として宗章
にしたらしい。
賢治が三台星を崇敬していたことは、彼の「星
めぐりの歌」からも窺われる。しばしば、この歌
には間違いもあり、特に三番の歌詞「大ぐまのあ
しを　きたに／五つのばした　ところ／小熊のひ
たひの　うへは／そらのめぐりの　めあて」は誤
りで、大熊の尾を延ばしたところに小熊の北極星
があるのが正しい、という人が多い。
しかし、これは誤解である。星座とは星の並び
で、それに名前を付けたのであり、星座図の人、
動物、物などの絵は、画家が星座名に合う絵をそ
の上に描いた（安野、1980）ので、その姿は多様
な描き方がされている。つまり星の括りは不変で
あるが、絵は画家により適宜に描かれるので、古
今の多くの星座図を見てみると、さまざまに描か
れていることがわかる。
一般によく見かけるおおぐま座の図は、北斗七
星を熊の腰から尾としたため、熊は現実には持た
ない長い尾を付け狸のように描かれ、三台星は熊
の脚のうち三本の足先に位置しているし、こぐま
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座も長い尾を持つ（図1）。
けれども、賢治にとって三台星は聖なる星々で
あるから、それらを大熊の足ではなく、頭や肩、
背中の位置にした姿をイメージして「星めぐりの
うた」を創ったのである。
それならば、なぜ題名を「烏の三つ星」とか「烏
の三台星」あるいは「烏の大熊座」としなかった
のか、という疑問が起こるが、三つ星ではオリオ
ン座を連想し、三台星では読者に馴染みがなく、
大熊は当時の敵国ロシアを象徴してしまうので、
いずれも使えず、北斗七星にせざるを得なかった
のであろう。
なお、北斗七星の柄先の星（おおぐま座の二等
星イータΓ）は、中国では破軍星と呼ばれ、剣先
に見立てて、その指す方向に向って戦えば勝ち、
逆らって戦えば負けるとして吉凶を占った。日本
でも武家に知られていて、例えば戊辰戦争時の庄
内藩の軍旗には、破軍星が描かれていた。烏の大
尉は占いをせず、戦勝を祈ったわけでもないので、
賢治は破軍星をマヂエル様とみたのではないと考
えられる。
文末の図2は、一般に描かれている大熊や小熊
の向きを逆にしたもので、賢治の「星めぐりの歌」
に合わせている。三台星の上台は大熊の頭に、中
台は肩に、下台は背中に位置する。大熊の左前足
を北へ延ばした線は北極星（小熊の額）すなわち
天帝の宮殿「紫微星」に届くのである。この図の
熊には長い尾もなくなる。
4．「烏の北斗七星」の烏の軍団とその敵
（1）ハシボソガラス対ハシブトガラスか
この物語を生物一般の生存のための行動の根源
矛盾を捉えた物語とみる見方がある（例えば、佐
藤通雅、1972、1979など）。なわばり争いや捕食
などは生きるための止むを得ない行動もあり、確
かに戦争のようにも見える。
また、萬田（1979）は雪上のカラスの心象スケッ
チであるとした。たしかに賢治には、短詩「冬の
スケッチ」や詩「烏百態」など、烏の生態をスケッ
チした作品が多い。
日本で普通にみられるカラスの種や生態をみて
みると、生息数も多く、生息域が広いのは、開け
た里に棲むハシボソガラスと森林の多い山に棲む
ハシブトガラスの二種であった。
ハシボソガラスは、もともと北方の草原地帯に
見られるカラスで、ユーラシア大陸に広く分布し、
ヨーロッパ全域と北アフリカ、アジアの北半に棲
む。一方、ハシブトガラスはインドから東南アジ
ア、中国の東半部、朝鮮半島、日本に棲む（唐沢、
1996）。日本は北方性のハシボソガラスと南方性
のハシブトガラスが共存しているのである。
吉田・百瀬（2010）は、茨城県の農村地帯では
両種がともに生息し、筑波山などの森林にハシブ
トガラスが営巣し、ハシボソガラスは水田地帯な
ど農村部に生息、田畑や樹林が入り混じるモザイ
ク状の環境ではハシブトガラスもかなり生息する
という。
ところが、ハシブトガラスは第二次大戦後、都
市に進出してきた。唐沢（1996）によると、東京
でも昭和30年代にはまだハシボソガラスが多かっ
たという。藤田（2010）によれば東京でハシブト
ガラスが激増したのは1980年代から1990年代にか
けてである、という。
その後、高層ビル化が進むにつれ、当初は大都
市で、のち次第に盛岡のような中都市にもハシブ
トガラスの生息域が広がっていった。ハシブトガ
ラスは都市の生ゴミやネズミ、ドバト、スズメな
どの都市に棲む鳥獣も捕食する。
植物性のものを多く採るハシボソガラスも比率
はやや低いが、やはり生ゴミや小動物も餌として
いる。
仙台市には両種がともに生息する。青葉山付近
はハシボソガラスが多く、知能の優れた彼らのク
ルミを自動車に割らせる行動で注目され、東北大
学仁平義明教授の観察（仁平、1995）が『河北新報』
に掲載され、話題になった。
藤田ら（2013）は盛岡市域でハシブトガラスと
ハシボソガラスの生息分布と土地利用との関係を
調査し、ハシブトガラスはほとんど市街地および
住宅地で行動するのに対し、ハシボソガラスは水
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田と市街地・住宅地の双方で行動しているとい
う。
だが、花巻のような小都市ではハシボソガラス
の生息数が多い。花巻の街で観るカラスは2017年
現在でもハシボソガラスである。
（2）山烏はハシブトガラスか
これまで、「烏の北斗七星」の山烏とは何か、
を具体的に問題にした論者は、鳥類の研究者たち
であった。宮沢賢治はナチュラリストであるから
二種のカラスを識別できただろう、という認識を
もとに、ナチュラリストとしての宮沢賢治を高く
評価するか、それとも限界があると観るか、の相
違はあっても、鳥類研究者は賢治が自然科学の眼
でカラスを観ていた、とする。
秋田県北部ではハシブトガラスをヤマガラス、
ハシボソガラスをサトガラスと呼ぶ、という仁部
（1979）の記載があり、国松（1996）は「烏の北
斗七星」のなかで、艦隊を組織しているのがハシ
ボソガラスで、一羽だけで出てきて殺されるのを
ハシブトガラスとしている。さらに、賢治は「カ
ラスの生態をよく知って書いていたといえる。」
と評した。
これに対して赤田ら（1998）・赤田（2004）は、
その山烏について、「嘴が細くて」とあり、これ
はハシボソガラスの特徴であり、ハシブトガラス
にはならないと指摘し、「宮沢賢治は、カラスに
二つの集団のあることを知っていたが、明確な種
の識別までには至らなかった。それで個々の特徴
を描くとき、混ざってしまったのであろう。」と
述べた。
鳥類学者・研究者たちの見解は仁部（1979）の
記載をもとに、「烏の北斗七星」の山烏をハシブ
トガラスとし、艦隊をハシボソガラスとして論議
しているものが多い。しかし、ハシブトガラスと
ハシボソガラスとの関係については次のような報
告がある。
中村（1998）は、ハシブトガラスの同種間のな
わばり防衛行動に較べて、異種のハシボソガラス
に対する防衛行動の割合は低いことを明らかにし
た。その一方でこの二種の間になんらかの緊張関
係が存在する、という。そしてその理由は、この
論文の解説（中村、2016）において、戦闘能力に
おいてハシブトガラスが優越しているためと推定
している。
また、実際にハシブトガラスがハシボソガラス
を攻撃して殺し、食べる、という事例を、動物写
真家の久田（2013）が詳細に録画したものが報じ
られている。
物語の山烏がハシブトガラスであれば、おそら
くハシボソガラスが攻撃して殺す、ということは、
たとえ二羽で襲っても難しいであろう。松原
（2015）は、二羽がかりでもハシボソガラスが、
一羽のハシブトガラスの侵入を止められず、獲物
をハシブトガラスに横取りされた観察例を報じて
いる。
問題は、 鳥に詳しい研究者たちは、 賢治がナ
チュラリストであるから、ハシボソガラスとハシ
ブトガラス（山烏）との識別ができ、両者の観察
をもとに童話を書いた、と考えたことである。的
確に書いたとする国松（1996）も、不正確とする
赤田ら（1998）も、その点では共通している。
岡澤（2004）は、逆にハシブトガラスの艦隊が
一羽のハシボソガラスを攻撃した、と考えた。両
者の戦闘能力からみれば自然ではあるが、賢治の
時代にはハシボソガラスが里を占めていたと思わ
れ、疑問が残る。
（3）イーハトヴの異界の烏としての山烏
賢治がファンタジストでもあることに着目すれ
ば、カラスの種間の戦いではなく、山烏を、山男
や山猫と同様の異界の烏として登場させた、と考
える方が妥当であろう。
賢治の時代も今も花巻の中心部で普通に見られ
るのはハシボソガラスである。おそらく賢治はカ
ラス（ハシボソガラス）と山烏との関係を、童話
「かしわばやしの夜」の中で清作が唄う「やまねこ、
にゃあご、ごろごろ／さとねこ、たっこ、ごろご
ろ。」の山猫と里猫の関係と同じように見ていた
ものと思われる。つまり、艦隊は里烏、敵が山烏
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なのである。
すなわち、里において賢治はナチュラリストの
眼で観察をもとに動物を記載するが、山において
はファンタジストであり、異界の山には幻想の山
男や山猫などが棲むとした。山烏もその類いなの
である。童話集『注文の多い料理店』の童話には、
異界の人や動物として山男や狼、雪婆んこ、雪童
子なども登場する。
『注文の多い料理店』所収の九篇の童話が、い
ずれもこの世と異界との境界領域に発生してい
る、という吉田（1995）の指摘は卓見である。
赤坂（1995）は『注文の多い料理店』では、山
と平地のあわいの森と野はらと畑の世界が物語の
生まれ出ずる場所と限定するが、「月夜のでんし
んばしら」は例外であるとし、「注文の多い料理店」
と「烏の北斗七星」がいささか趣をことにしてい
る、と記している。
＜山と野の話が多いため、蕎麦、稗、粟、栃、
栗など雑穀や木ノ実の類の登場が多い。稲作にか
かわる景物がいっさい登場しない＞と赤坂は言う
が、「烏の北斗七星」が雪の田圃の場面から始まっ
たり、「どんぐりと山猫」の一郎がごはんを食べ
てから山へ出かけたりするのは無視してよいので
あろうか。特に雪上のカラスは日本の冬景色の典
型の一つで、雪田に群れるカラスもしばしば詠わ
れる。
中野（2010）は、イーハトヴの中央には街や田
畑のある日常の世界があり、その西に境界領域の
野原や林があり、さらに東西の外側に山、すなわ
ち異界があると考えた。
この東西の山、すなわち異界に山男や山烏、山
猫が棲むということになる。
なお、物語の舞台は、岡澤（2004、2010）のい
う、盛岡西方の烏泊山である可能性もあるが、私
は花巻西方である、と考える。なぜならば『春と
修羅』のなかの詩「風の偏倚」には、次のように
異界の山烏が花巻西方の山地に登場し、不気味な
気配を作り、賢治を脅かしているからである。関
東大震災直後、かつての陸羽地震のことを連想し
つつ、山を通過することに賢治は不安を感じ、そ
れを山烏の幻想として描いているのである。
杉の列には山烏がいつぱいに潜
ひそ
み
ペガススのあたりに立つてゐた
いま雲は一せいに散兵をしき
極めて堅実にすすんで行く
おゝ私のうしろの松倉山には
用意された一万の硅化流紋凝灰岩の弾塊があ
り
川尻断層のときから息を殺してしまつてゐて
私が腕時計を光らし過ぎれば落ちてくる
（4）義勇艦隊をめぐって
「烏の北斗七星」が書かれたのは1921年12月で
あるが、1914年から1918年までの第一次世界大戦
において、飛行機がすでに戦争に加わっており、
特に戦闘機同士の空中戦や爆撃機による地上攻撃
も行われていた。
賢治が1920年5月から1921年11月の間に書いた
童話「クンねずみ」に、1920年にブハラを赤軍爆
撃機が攻撃したことをもじった挿話がある（米
地・米地、2013）。この爆撃機隊は当時、空中艦
隊と呼ばれていた。
ロシア空軍は爆撃機イリヤー・ムーロメツを用
いて、1914年12月、空中艦隊（Эскадра 
Воздушных Кораблей、略称:Э
ВКエーヴェーカー）と名づけた爆撃機部隊を編
成し、1915年初めての実戦に参加、1916年夏には
20機を保有していた。第一次大戦ではドイツ帝国
の飛行機と戦ったが、1917年のロシア革命以降は
赤軍派の部隊となり、「赤色空軍」と呼ばれた。
第一次大戦で日本軍も初めて飛行機を戦闘に投入
し青島でドイツ軍機と空中戦を行った。シベリア
出兵にも飛行隊を派遣した。
したがって、烏同士の戦争ならば、空中艦隊す
なわち航空機部隊の空中戦とするのが自然なの
に、なぜ軍艦の戦いの物語なのであろうか。
一つには、賢治が烏を船に見立てることがある
からで『春と修羅　第二集』の「烏」という詩に
は雪の高原の烏を「風がどんどん通つて行けば／
木はたよりなくぐらぐらゆれて／烏は一つのボー
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トのやうに／……烏もわざとゆすつてゐる……」
と詠っている。
ボートではなく、軍艦の物語にしたのは国柱会
の田中智学が義勇艦隊構想を持っていたことと関
わるであろうことは、これまでも指摘されていた。
賢治が軍艦の物語にしたのは田中の唱えた義勇艦
隊構想を踏まえた形にしたかったためであろう。
もう一つの理由は、シベリア出兵においては、
日本軍はまだ飛行機を主要兵器とはしておらず、
艦船の重要性とは比較にならないレベルであった
ためである。この出兵のため海軍の主力部隊とし
て第五戦隊が戦艦2隻などで新編成されていたほ
どであった。
義勇艦隊とは、平時は商船として海運会社に属
する船舶を、戦時には会社が自発的に国軍に軍艦
として供与し、それらを艦隊に編成したもので、
日露戦争（1904 ～ 1905）当時、帝政ロシアが所
有していた。
同国の太平洋艦隊の旅順の主力艦隊には同港に
あった義勇艦隊から汽船モスクワが加わり、砲4
門の装備を行なって仮装巡洋艦「アンガラ」となっ
た。ほかに、ウラジオストク派遣の巡洋艦隊に旅
順港を根拠地としていた義勇艦隊から蒸気船ヘル
ソーン号（のちレーナ号と改称）が補助巡洋艦と
して編入されていた。
また、戦後1907年10月15日付『小樽日報』の石
川啄木執筆記事「浦塩特信（十月七日付）」には「当
港敦賀間の定期船は、義勇艦隊汽船毎週月水曜日
出帆（中略）使用船は当分リーモン号およびルー
モン号を使用すべく…」とある。当港とはウラジ
オストク港である。
この義勇艦隊とは、民間の会社が所有する船舶
を、戦時には軍艦として国軍に提供するというも
の2）で、あくまでも民間会社の自発的な意向によ
るものであった。
賢治が傾倒した国柱会の田中智学が書いた『宗
門之維新』（1897）の中には宗設義勇艦隊の構想
があり、信徒からの納金の使途の一つとしてこう
述べる。「…三百万円をもって、年々武装的商船
三隻もしくは十隻を建造せしめ」「平時は内外の
定期航海をなし」「国家有事の日は、この法薫霊
被せる幾百千隻の艨艟を挙げて、快く朝廷の用に
供し奉り、号令一下とともに、魏々乎として武装
し、法威国光とともに輝きて、国を護り敵を伏し、
義を扶け仁をなす。」
しかし智学の構想には300万人の信徒が必要で
あるが、実際はその1％にも満たなかったため宗
設義勇艦隊は実現しなかった。
『宗門之維新』は、1894 ～ 95年の日清戦争直後
に刊行され、次は極東に強力な軍事力を展開して
いた帝政ロシアとの戦争が予想される時期に応じ
た内容であった。ロシアは義勇艦隊を含め、圧倒
的な海軍力を保有し、日本の劣勢は明らかであっ
た。
ただし、これをもって智学が好戦的であると断
ずることはできず、智学の戦争観を変え、平和主
義的、国際協調的な主張をしていた時期であった
ことは前述のとおりである。
烏の義勇艦隊は、一般的な義勇艦隊とは大きく
異なる。通常、義勇艦隊を構成する船舶は、大型
で高速の商船であるから、巡洋艦に相当する。そ
して商船の外観を利用して、輸送船などに接近し、
それを捕獲ないしは撃沈する仮装巡洋艦とするこ
とが多い。しかし、烏の義勇艦隊は、戦闘艦（戦
艦）33隻（大監督の座乗艦も含む）、巡洋艦29隻、
駆逐艦18隻、砲艦25隻と主要艦種が揃い、かつ数
も多く、通常の一国の保有艦数をもしのぐ大艦隊
なのである。
軍艦の主たる武器は大砲であるが、烏の大砲は
鳴き声であり、威嚇しか行えず、艦隊としての戦
闘能力はほとんどない。したがって烏の艦隊は、
義勇艦隊としては艦艇数が多すぎる一方、戦闘能
力は低い。
ロシアの義勇艦隊とは、一般の船舶が戦時に民
間から軍艦として一時的に献納され、国軍の艦船
として艦隊を編成するものを呼び、戦時の乗組員
はロシア海軍の士官や水兵である。智学の義勇艦
隊も同様で、日本海軍の将兵が乗り組むことを想
定していた。
ところが「烏の北斗七星」において、烏は義勇
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艦隊の一艦であるとともに、義勇軍の軍人、義勇
兵でもある。主人公の烏は、義勇艦隊の駆逐艦で
あるとともに、義勇兵の大尉である。また彼の部
下の兵曹長は駆逐艦でもある。
烏の艦隊の烏の数95羽は大型商船一隻の乗組員
数を下回るが、海軍陸戦隊でいえば一個中隊程度
であり、義勇兵部隊ということになる。物語の中
でも、主人公は大尉（のち少佐）として行動し、
駆逐艦としては描かれていない。戦闘場面でも、
兵曹長と大尉とが山烏と戦う。艦隊ならば、駆逐
艦の艦長は佐官、18隻もの駆逐艦を率いるのは将
官である。一方、陸戦隊ならば、18名を率いる隊
長は小隊長で少尉が相当である。主人公の大尉な
いし少佐という階級は、艦隊と陸戦隊との中間の
想定なのであろう。
なお、陸軍によるシベリア出兵は1918（大正7）
年8月に始まるが、それにさきだつ同年1月に軍艦
「石見」がウラジオストクに入港、4月には同地に
海軍陸戦隊が上陸した（高橋、1973）。陸軍は徴
兵制によって兵員が確保されるが、海軍の兵員は
志願兵であり、義勇兵に近い。
この物語は、本来、烏の大尉と兵曹長とが登場
するだけでよく、わざわざ軍艦にする必要はな
かったようにも思われるが、賢治は命令に忠実に
機械のように従う側面を軍艦にし、個人としての
内なる想いを持ち悩む側面を将兵とし、二面性を
表現した。
賢治はこの物語の主人公を、義勇艦隊の駆逐艦
として命令に従って当然のごとく出撃するものと
しながらも、反面、義勇兵の大尉として戦わねば
ならないことへの苦悩を抱くもの、としてその二
面性を書き分けたのである。
5．残された問題点　
（1）当時の岩手県と「烏の北斗七星」
岩手県地域は、古来、冷害に苦しみ、戊辰戦争
で賊軍とされた南部氏の盛岡藩の主部と伊達氏の
仙台藩領の北部とからなるため、明治以降も発展
が遅れ、冷害に加え津波や地震など災害も繰り返
した。ようやく大正期にインフラの整備が進み始
めたが、なお先進地との格差は大きかった。そし
て青年たちは寒冷な環境に耐えうる精兵として、
予想されるロシアとの戦争に備えて弘前第八師団
に所属させられていた。
弘前に司令部を置く第八師団は、隷下に歩兵二
箇旅団と騎兵一旅団を有し、青森・岩手・秋田三
県出身者で構成されていた。弘前と青森の二つの
歩兵聯隊と、盛岡の騎兵聯隊には岩手県人が多
かった。
青森聯隊は、1902（明治35）年1月、八甲田雪
中行軍遭難事故で多くの将兵を失ったが、行軍し
た210人のうち死亡者が199人で、主力を占めた岩
手県人144人中139人が死亡した。
また、日露戦争では第八師団は、1905年1月の
黒溝台の戦闘で圧倒的に優勢なロシア軍の攻擊を
受け、全滅に近い被害を受けたが、最終的にはロ
シア側が攻撃を中止、撤退した。八甲田山で無事
踏破した弘前聯隊の将兵の多くも、この戦いで死
傷した。
国の北方に位置する岩手県は、寒冷地ゆえの自
然的・歴史的ハンデキャップに苦しみ、若者たち
は北方の戦場に送られる、という状況であった。
シベリア出兵時の寺内内閣の外相が後藤新平、の
ち撤兵に腐心したのが次の首相原敬、と岩手出身
政治家たちであった。撤兵が目前となった1921年
11月4日、原敬は暗殺される。「烏の北斗七星」の
執筆はまさにその直後、その年の12月に始まって
いる。
これらのことが賢治に執筆の大きなモチベー
ションとなったかどうかは今後の検討を要する問
題である。
（2）賢治自身の「内的感情」としての反戦
賢治が田中智学（1897）の『宗門之維新』を読み、
義勇艦隊の語に強い関心を持ったのは確かであろ
う。しかし、彼は童話の題を「烏の義勇艦隊」と
はしなかった。一見、関係の薄そうな星座を取り
上げて「烏の北斗七星」としたのである。『宗門
之維新』は、日本を中心に宇内（世界）を霊的に
統一すべきである、と主張し、法華経を奉ずる日
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収めた『注文の多い料理店』の案内チラシに、こ
の童話を「戦う者の内心の真実です」と書いてい
ることを受けているのである。
「烏の北斗七星」の物語では、国家については
全く触れていない。すなわち烏の義勇艦隊は国軍
ではなく、敵も敵国軍ではないし、対戦する山烏
の地との間に国境もない。烏の国のためや王のた
めに戦うのでもない。
烏の大尉は、マヂエルの星に向かって、「あな
たのお考えのとおり」に戦うと祈る。すなわち、
マヂエル様の考えのままに戦う、つまり信仰する
神の意を受けた義戦に従軍していると、烏の大尉
は信じているように、賢治は描いた。
賢治は、その集団の一員である烏の大尉が「義」
を失ってはいない、と考えたらしいが、この点も、
さらなる検討が必要であろう。
（3）賢治の置かれた立場をめぐって
この「烏の北斗七星」が1921（大正10）年12月
の弘前第八師団のシベリア派遣報道を契機に書か
れたと推定したのは杉浦（2001）である。杉浦は
賢治が盛岡高等農林卒業後の1918年4月に徴兵検
査を受けたことについて詳細に記している。この
時、父親は研究生になった賢治がそれを理由に検
査延期を願い出るよう、との意見であったが、賢
治はこれに抗して検査を受け、結果は第二乙種で、
入営を免れた。もし二年間の研究生終了後に受け
ていれば、1921年12月には弘前第八師団の二年兵
としてシベリア派兵に含まれた可能性があった、
と賢治は思い当たっただろう、と杉浦は言う。
賢治がこの作品を「戦ふものゝ内的心情です。」
と紹介したのは、彼自身がもし兵士となって戦場
に出たならば、と思いつつ書いた作品であったか
らである。作品に付された日付は 1921年12月21
日、このころ日本はシベリア出兵がすでに4年近
く経過し、派兵当初はともかく、次第に日本の勢
力拡大のための大義無き戦争となり、しかも戦況
も不利になり、軍規も乱れて、国内には厭戦的気
分が高まっていた。
もともと労農運動に共鳴し、トルストイや
蓮主義の目標とした。王仏一体として、天皇の存
在は実際的理由として肯定するが、あくまで根幹
は日蓮主義である3）。
賢治は、天皇のため、皇国のために戦う、とい
うことは、内心、忌避していたのであろう。しか
し、現実には徴兵制度のもと、兵士になる可能性
はある。そのとき、彼は信仰のため、日蓮の考え
た仏国土を広めるために戦うのは止むを得ない
と、自分を納得させたのであろうか。
だが、やはり戦闘の前後にマヂエルの星を仰ぎ
ながら祈る。当時の日本では天皇は現人神であり、
軍隊は皇軍すなわち神を戴くはずである。
しかしマヂエルは三台星であり、戦いの神では
なく、戦いも命じていない。烏の軍隊は異界の山
烏と戦うという宿命を負っているものらしく、そ
の宿世の修羅である烏の大尉は、ひたすら戦いの
なくなる日の来ることをマヂエルに反戦の思いを
籠めて祈るのである。
本稿では、反戦と非戦とを同義語とせず、区別
して用いる。反戦とは客体としての戦争に対して
主体たる自分が反対すること、非戦とは主体が平
和主義者であり自ら戦争に加わることはしない
し、国家などにも戦争をしないよう主張すること、
として使うことにする。英語の反戦 anti-war、非
戦（論） pacifism にあたる。
非戦論という語は、日露戦争のときに内村鑑三
や幸徳秋水・堺利彦らの主張に対して用いられ
た。それには上記の定義の反戦の意味も含まれて
いた。これに対してトルストイが述べ、啄木が賛
同した主張は、まさに上記の非戦に相当する。よ
り具体的に言えば、非戦論者は兵役を拒否せざる
を得ないが、反戦思想は戦闘員も持ちうる。戦前
戦中の日本では、どちらの主張者も危険視され、
弾圧の対象とされたが、特に非戦論者に対しては
過酷を極めた。
小森（2009）は「烏の北斗七星」を「殺すか殺
されるかという戦争」の、それを担う「軍という
組織の中に置かれた」カラスの「二者択一しか行
動ができなくなるという、戦う者の内心の真実」
が現れていると解している。「烏の北斗七星」を
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チェーホフなどのロシア文学に親しんでいた賢治
（森、2017）にとっては、ロシアの革命勢力は憎
むべき相手ではなかった。
もしも、賢治がシベリア出兵に兵士として参戦
したら、スラヴ人はまさに「憎むことのできない
敵」であったし、革命軍の作ろうとした社会は、
シンパとして応援していた労農党の主義主張と重
なり、反革命的な出兵へは大きな抵抗があったは
ずであるし、殺生戒を破ることにも抵抗はあった
のである。
（4）「烏の北斗七星」への批判をめぐる問題
小沢（1954）は「烏の北斗七星」の烏の大尉の
二つの祈りについて、次のように批判する。
余りに美しく虔しすぎはしないか。（中略）
憎めぬ敵と戦わせるような力と戦わないで、
勝つがいゝか負けるがいゝか分らぬ戦争に加
わる。この判断中止的な考え方は　仮令時代
のちがいをみとめるにせよ、賢治ほどの
ヒューマニストにおいて肯い難いものを感じ
させるのである。
1954年の5月のこの文は、戦後、戦時中の戦意
高揚作品を書いた作家たちへの批判が激しかった
時期に書かれている。
後述のように1949年『きけ　わだつみのこえ』
が刊行され、佐々木八郎の「“愛”と“戦”と“死”
―宮沢賢治作『烏の北斗七星』に関連して―」
（1943）が人々を感動させた。小沢はこれを読ん
だであろうが、なおかつ賢治の「烏の北斗七星」
への批判を行った。「烏の北斗七星」はシベリア
出兵時の作品で、時代の違いもあり、しかも童話
である。小沢の賢治批判はそのままには「肯い難
い」と私は考えたいが、なお検討の余地があろう4）。
シベリア出兵が1918年に始まり、賢治が国柱会
に強く惹かれるのが1919年の後半で10月に国柱会
信行部に入会、翌1920年1月、上京し国柱会本部
訪問、そのまま在京し、国柱会での奉仕活動など
を行っている。
なぜ、国粋主義的宗教集団である国柱会に賢治
が入ったのか、は賢治研究者には重い問題で、な
るべく触れないようにすることが多かった。一方、
賢治は世に言われるような平和主義的な面ばかり
でなく、戦争を肯定する面もあったと、賢治批判
を行う論者もいた。その根拠としたのは、1920（大
正9）年12月、国柱会入会を保阪嘉内に知らせた
次の書簡である。
今度私は国柱会信行部に入会致しました。
（中略）今や日蓮聖人に従ひ奉る様に田中先
生に絶対に服従致します。御命令さへあれば
私はシベリアの凍原にも支那の内地にも参り
ます。（後略）
しかし賢治は「烏の北斗七星」では、烏の義勇
艦隊は国軍ではなく、大監督という烏が独自に命
令を発し、将兵の叙勲も彼が決定する。賢治はも
しも信仰のためならば、戦地にも赴く、と言って
いるのであり、国のためではない。敵の山烏も「敵
国の烏」とは書かれず、国境というものも存在し
ない。実はこの作品に限らず、賢治は国家につい
ては殆ど書いていない。
吉本（1970）も「賢治には祖国がない」と言い、
賢治作品には「非日本的普遍性」があり、「汎人
類的な主張」がある、と論じている。
なお、西谷（2000、2010）は、賢治にとっては
戦争で殺し殺されるいずれの立場でも、それを「法
性」として受け入れようとした、と言うが、この
ような解釈の是非は、今後の課題であろう。
いわゆる戦中世代の人たちの多くは、賢治の心
境が理解できたのであった。その例として、堀尾
（1975）は太平洋戦争さなかの暗い青春時代、左
翼運動者として逮捕歴さえあったが転向し、世間
から拒絶された時、「烏の北斗七星」を読んで、
回生の思いをしたという。賢治は「…一切法性の
思想をすでに持っていたのだった。戦争というも
のを宗教的次元で考え」「戦争のない現世をつく
るためになら、なんべんでも命をさしだすという
のだ。死が平和と引きかえでなければ意義はない
のである。」と堀尾は解したのである。
この「烏の北斗七星」を愛読した戦没学生たち
も、同じ思いであったのだ、と堀尾はいう。
マヂエルへの祈りを自分の身に引きつけて理解
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した佐々木八郎は『新版　きけ　わだつみのこえ』
（1995）に収められた「“愛”と“戦”と“死”―
宮沢賢治作『烏の北斗七星』に関連して―」（1943）
を遺した。同書には戦時中この佐々木の文を読み
感動したという杉村裕の日記もあり、彼ら戦没学
生の心の一筋の救いは、この「烏の北斗七星」で
あったのである。
1945年4月に特攻隊員として出撃、戦死した学
徒兵の佐々木八郎は「烏の北斗七星」に感動し、
自らの想いを表すものとした遺書のごときエッセ
イを遺した。その文が、戦後世に出て、広く知ら
れるようになった。
彼の心を強く打ったのは、戦いで敵を殺したあ
と、烏が崇敬する北斗七星のマヂエル様に、こう
祈る場面である。
「あゝ、マヂエル様、どうか憎むことのでき
ない敵を殺さないでいゝやうに早くこの世界
がなりますやうに、そのためならば、わたく
しのからだなどは、何べん引き裂かれてもか
まひません。」
佐々木八郎は1922年生まれ、東京帝大経済学部
学生であったが、1943年、学徒出陣、その直前に
旧制一高卒業生のクラス会で朗読したのが、この
手記である。1945年4月14日、佐々木少尉は神風
特攻第一昭和隊員としてゼロ戦で徳之島東方の米
機動部隊に突入し戦死した。
彼の日記とエッセイは、1949年に東京大学消費
生活出版部発行の『きけ　わだつみのこえ』に収
録された。以降、さまざまな形で紹介されてきた
が、本稿では、日本戦没学生記念会編（1995）『新
版　きけ　わだつみのこえ』岩波書店刊を参照し
た。また、彼の1939年3月から1943年12月までの
日記は、1981年に『青春の遺書』（昭和出版）と
いう題で刊行された。
また1950年封切りの映画『きけ　わだつみのこ
え』にも画面に「あゝ、マヂエル様…」と始まる
この祈りの言葉が挿入された。
膨大な数の本を読んだ佐々木八郎（中野、
2013）が、最後に賢治の「烏の北斗七星」に惹か
れたのは、作品の根底にある諦観のためであろう
と吉本（1970）は、次のように述べる。
独創することは、賢治の場合は「一つの宿命
への諦観を意味したのだ」　という結論に達
した。
さらに、その諦観は「宿業に対する大乗仏教
的な暗澹たる諦観から生まれた」
佐々木は、賢治の「戦うものの内的感情」に
潜む宿命への諦観に共感したのである。
平和を願いつつも、大義なき戦いに身を投ずる
運命に従った烏を描いた宮沢賢治や、現実にその
烏と同じような宿命のもと戦死した佐々木八郎に
対して、戦後、彼らのヒューマニズムに感動する
声があがる一方、なぜ、その運命に抗し、権力と
戦わなかったのか、という類の批判も起こった。
しかし、そのような発言への反論や、明確な反
戦、非戦の声をあげることができなかった日本が、
今は自由な言動のできる国に変わったことを宮沢
賢治も佐々木八郎も、喜ぶであろう。
賢治も佐々木八郎も、彼らの生きた時代に対し
ては諦観を持っていたが、未来には彼らを超えて
ゆくもののあることを信じていたのである。戦後、
新憲法の九条は、まさにその希望を具現しようと
いうものであった。
今後、この作品の持つ意義が、さらに多くの人々
によって論じられることを期待したい。
6．おわりに
本稿で、私は宮沢賢治の童話「烏の北斗七星」
について、従来の研究とは異なる次のような点を
中心に論じた。
①烏の義勇艦隊の敵の山烏は異界の烏である。
②烏は義勇艦隊の軍艦であるとともに義勇軍（陸
戦隊）の将兵でもある。
③マヂエル様はおおぐま座の三台星である。
④シベリア出兵に対する反戦童話であるが、厳密
な意味での非戦を唱える童話ではない。しかし、
この時代における精一杯の反戦の叫びがこめら
れていた。学徒出陣の特攻隊員佐々木八郎も、
この作品から宿命に対する諦観と未来に託する
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願い・希望とを読み取った。
『注文の多い料理店』の全作品のなかで、「烏の
北斗七星」の「あゝ、マヂエル様、どうか憎むこ
とのできない敵を殺さないでいゝやうに早くこの
世界がなりますやうに、そのためならば、わたく
しのからだなどは、何べん引き裂かれてもかまひ
ません」という言葉ほど、人々を感動させたもの
はなかった。
この童話集の発刊を支えた及川四郎が、その発
行元の名を受け継ぐ盛岡光原社の中庭に1965年に
建てた碑に、この言葉を選んだのも、そのためで
あろう。
近年、宮沢賢治の時代のように、言論の自由を
国家（ステート）が統制し、国家（ネーション）
のために国民が命を捧げるような戦争の時代に、
再び押し戻そうとする勢力がある。それを強行す
る権力に対して、人々が立ち向かうことを、賢治
も、佐々木八郎も、及川四郎も、あの世から切に
願っているにちがいない。「烏の北斗七星」は、
現代の我々にとっても、平和と自由を守るための
支えとなる作品なのである。
【謝辞】
本稿を草するに当たり、木村設計A・Tの皆さん、
特に三浦信幸、玉山香織、高橋恵美子の諸氏にご
協力いただきました。記して謝意を表します。
【注】
１） 賢治も読んだ土井晩翠の『天地有情』中の「萬有と詩人」
に、「北斗は遠し影高し／望の光り愛の色／かれにもし
るき參宿の／もなかにひかりかゞやきて／（かたどる
影は真善美）／三の星こそ並ぶなれ。」という一節があ
る。
２） 第二次大戦初期の日本海軍も、大阪商船の報国丸と愛
国丸とを特設巡洋艦として第24戦隊（司令官武田盛治
少将）を編成し、通商破壊戦を行ったが、両船は海軍
に徴用されたもので義勇艦隊ではない。
３） 賢治を「日蓮の法華信仰をつかんだ」近代の知識人の
典型的な例として挙げている例は多い。また恩田（1990）
は、この作品は殺生や闘争など修羅の世界を描くこと
によって、その対極である「まことの幸福」への希求
を強調する方法を賢治はとった、と解している。法華
信仰との関連については、大谷（2001、2006）、松岡
（2005）、渡辺（1984）などの論考を参考にした。
４） 1970年代後半以降においては賢治の戦争に対する姿勢
を厳しく批判する論（押野、2000など）もある。
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図1　多くの星座図にみられる大熊・小熊
図2　「星めぐりの歌」に合わせた大熊・小熊と三台星(米地原図)
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Kenji Miyazawa’s Anti-war Fairy Tale “Karasu no
Hokuto Shichisei” (The Great Bear of the Crows)
Fumio Yonechi 
Abstract 　　 Kenji Miyazawa’s fairy tale, entitled Karasu no Hokuto Shichisei (The Great Bear 
of the Crows), depicts a war between crows against the backdrop of conditions of the 
time. Although this battle was interpreted by bird researchers as one between 
different species of real-life crows, it is, in fact, a war between village crows and 
mountain crows from an alien world. The story was meant to be an anti-war fairy tale 
against the Japanese Siberian intervention. It was written in December 1921, following 
media reported the dispatch of the Hirosaki Division to Siberia. The following prayer 
was said by the crow captain to the glorious Major referring the Santai stars (part of 
the Ursa Major) worshipped in Nichiren Buddhism, which Kenji converted to: 
“Blessed Major, please make the world such that we never again find ourselves 
forced to kill an enemy we cannot bring ourselves to hate.” This quote did not only 
resonated intensely with the kamikaze pilot, Hachiro Sasaki, who died in war in 1945, 
but still means a lot to those of us living today.
Key words 　　Kenji Miyazawa, Volunteer Fleet of Crows, santai stars, Hachiro Sasaki, Japanese 
Siberian intervention
